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青木りゅうこ 

女の多い鹿児島で 
性別に関わらず輝く 
前例を創る

～くゎど宝を全国へ～ 



　　　　　

　K T S鹿児島テレビに 
　　（フジ系、８チャンネル） 
　　　　　　34年勤務しました…

●福岡・北九州市出身
●両親は僧侶  社会福祉法人運営
●３姉妹の長女
●福岡市の仏教系の女子校
  →成城大学
●1986年入社  アナウンサーに

  女子大生ブームの
大学生時代



デビュー（初鳴き）は 男女雇用機会均等法がスタートした　　　 

　　　　　　　　　　　　　　入社式直後の1986年 4月1日



1986年 均等法元年 入社だが…

最初に上司に言われた言葉に衝撃を覚える

「男が作ったニュースを 
            女がダメにするのは許せない」

？？？？

？？？？

？？？？◉フルネームを覚えてもらい 体当たり
◉土日を活用した取材で鹿児島を学ぶ
◉印象UP（衣装協力探す）＆特集連発（体当たり型）
　→ 鹿児島の女子アナの “従来のイメージ超える”

視聴率 ２桁にUP テレビは視聴率主義



入社４年目の1990年 一念発起 、番組企画
      「鹿児島は、全国一女性の割合が多い」

当時、鹿児島県で最も背が高い 鹿児島商工会議所ビル完成
電車通りに面した１階 JAL✖ KTS　スタジオ設備導入

→公開生放送の企画案   KTS 局内で募集

「女が多い鹿児島で
　女たちが本当に見たい番組を
　女性社員全員をスタッフにして作りましょう」

絶対にウケるからと上司に迫る
「りゅうこさんはブルドーザー」

着目



●プロデューサー…全体をオーガナイズ,お金の管理
●ディレクター　…番組制作（女性D  1人→2人体制に）　
●MC(キャスター）（初：女性2人)

●カメラマン　●照明　　●音声
●FD　（初：女性)

●アシスタント AD（初：女性)

番組制作スタッフ

●スタイリスト　●ヘアメイク
● 女性社員全員で 毎週水曜にランチタイム企画会議



1990年 ナマ・イキVOICEスタート

1996年  自分の出産も番組に



fjdsj

KTSってこんな所
鹿児島テレビ一男一女に恵まれ

仕事と育児に奮闘
５年ぐらいで辞める女子アナの

前例を毎年塗り替える
「性差医療の特別番組」制作

すると異動になり…
制作部ディレクター

↓
企画事業部

（何と２カ月でまた異動）
↓

報道記者

「女として母としての視点を
報道に生かそう」
均等法１期生のイジ



2007年　種子島の危機 
↓ 

ギリギリの状態で出産を支える状況を 
包み隠さず産婦人科医と麻酔科医が激白 
「あす事故が起きるかもしれない」 
「きょう起きるかもしれない」 

島民の表情が変わっていく様子がわかる 
「島の周産期医療を考える会」も発足、仲間に加わる 

離島に出産について初めて身近に感じる 
↓	

離島には女性問題をクローズアップする 
政治家が少ない（女性議員ゼロの島が多い） 

「ローカルメデイアの重要な役割 番組で発信しよう」 

「住む場所で 命の格差があってはならない」



離島の「出産」にフォーカス 
～南の島の産声を守れ～３本制作 民放祭で受賞～





人生100年「80歳まで働きたい」
今年、2月末で退職　次のステージへ 

これまでの活動をまとめて 全国で困る地域のためにも 
鹿児島県などでの取り組みを発信しようと 

子宮頸がんワクチン被害者シンポジウムの取材で出会った 
ゆきさんに相談　大学院へ

現・鹿児島市長も
「頑張ってね」と… 退職の日アナウンサーの後輩たちと



退職したのに、企画者であるため番組に出続ける
ナマ・イキVOICEは 今年 30周年

視聴者らを動かし名付けた 
テンパーク（中央公園）や 
テンパーク通りなど 
街づくりに対して最注目



今年７月 鹿児島県知事選に出馬要請…「コロナの影響⁉」

「市民が擁立した初の女性知事候補」前例なき擁立 
県内の女性議員や若者（学生）が擁立　 

友人やKTS時代（ナマ・イキVOICE)の仲間も全面協力

鹿児島出身の主治医の声かけ→WIN WIN（赤松政経塾）が支援 

WIN WIN 代表は 均等法の母：赤松良子さん 何というご縁！
均等法１期生のイジ　保育園などもバックアップ



鹿児島県知事選には男女７人が立候補





離島の仲間も全面協力 
前例のない「離島政策を訴える知事候補」



結果は惨敗でしたが…

約６万票を獲得 
支持してくれた 

医療＆福祉関係者や女性たちの励みに



南北600キロ 鹿児島県は広い! 

26の有人離島含めポスターを貼る 

費用は いくら？？※印刷代は除く

約300万円
供託金も300万円

女性が挑戦するには
大きすぎる賭け

地元紙など 
初めて聞く話 
「もっと訴えて」

徳之島での
ポスター貼り



微力かもしれないが 
今後も子育て支援や 
地域の医療・福祉に 
力を尽くしたい 

声なき声を 
地域で汲み上げていく重要性に 
改めて目覚めた



離島はもちろん地域の努力を全国へ



　　　　　　青木 りゅうこ

モットーの「正直」「愛」を大切に 進み続けます 

ご清聴ありがとうございました。

鹿児島に出会い、人に出会い、思いに出会い 
全ては「ご縁」で ここまで来ました 

鹿児島県民（約160万人）のうち 

男女を見ると 約10万人以上女性の方が多い 

性別、年齢、障がいの有無、国籍、宗教に 
関係なく声をあげられ 

どこに住んでいても 命に格差のない地域に ‼︎


